
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

改修を計画している大竹保育所
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主
要
事
業
と
し
て
盛
り
込

主
要
事
業
と
し
て
盛
り
込
ん

で
い
る

で
い
る
。

※
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア

　
※
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム

関
連
や
旧
広
島
市
民
球
場

関
連
や
旧
広
島
市
民
球
場
跡

地
イ
ベ
ン
ト
広
場
の
整

地
イ
ベ
ン
ト
広
場
の
整
備

等
、
特
別
支
援
学
校
校
舎

等
、
特
別
支
援
学
校
校
舎
増

築
な
ど
の
事
業
は
、
全
市

築
な
ど
の
事
業
は
、
全
市
的

な
施
設
と
し
て
行
政
区
別

な
施
設
と
し
て
行
政
区
別
の

数
字
に
含
ま
れ
て
い
ま
せ

数
字
に
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん

億
５
３
０
０
万
円
、
佐
伯

億
５
３
０
０
万
円
、
佐
伯
区

で
は
西
風
新
都
新
都
環
状

で
は
西
風
新
都
新
都
環
状
線

の
梶
毛
南
工
区
の
道
路
整

の
梶
毛
南
工
区
の
道
路
整
備

に
７
億
５
３
０
０
万
円
、

に
７
億
５
３
０
０
万
円
、
石

内
児
童
館
新
設
に
向
け
た

内
児
童
館
新
設
に
向
け
た
校

舎
改
修
工
事
に
７
５
０
０

舎
改
修
工
事
に
７
５
０
０
万

円
、
観
音
台
第
１
調
整
池

円
、
観
音
台
第
１
調
整
池
な

ど
　
カ
所
の
施
設
整
備
に

カ
所
の
施
設
整
備
に
５

3030
億
６
２
０
０
万
円
―
な
ど

億
６
２
０
０
万
円
―
な
ど
を

道
路
と
な
る
安
芸
１
区
上

道
路
と
な
る
安
芸
１
区
上
瀬

野
線
の
整
備

野
線
の
整
備
に
　
億
８
５
０

億
８
５
０

1212

０
万
円
、
砂
防
堰
堤
の
建

０
万
円
、
砂
防
堰
堤
の
建
設

に
伴
う
矢
野
東
な

に
伴
う
矢
野
東
な
ど
　
カ
所
カ
所

1313

の
雨
水
排
水
施
設
整
備
に

の
雨
水
排
水
施
設
整
備
に
３

万
円
（
同
　
・
６
％
減
）。

・
６
％
減
）。
豪

2727

雨
災
害
の
復
旧
関
連
事
業

雨
災
害
の
復
旧
関
連
事
業
の

収
束
な
ど
の
影
響
で
減
と

収
束
な
ど
の
影
響
で
減
と
な

っ
た
が
、
安
佐
南
区
は
Ｊ

っ
た
が
、
安
佐
南
区
は
Ｊ
Ｒ

下
祗
園
駅
自
由
通
路
等
整

下
祗
園
駅
自
由
通
路
等
整
備

（
７
億
２
５
０
０
万
円
）、

（
７
億
２
５
０
０
万
円
）、
祇

園
小
学
校
校
舎
増
改
築
の

園
小
学
校
校
舎
増
改
築
の
基

本
・
実
施
設
計
そ
の

本
・
実
施
設
計
そ
の
他
（
４
（
４

４
０
０
万
円
）、
安
佐
北
区

４
０
０
万
円
）、
安
佐
北
区
は

中
筋
温
品
線
の
街
路
整

温
品
線
の
街
路
整
備

（
２
億
８
８
０
０
万
円
）、

（
２
億
８
８
０
０
万
円
）、
宇

津
可
部
線
下
柳
瀬
工
区
の

津
可
部
線
下
柳
瀬
工
区
の
道

路
整
備
（
３
億
４
４
０
０

路
整
備
（
３
億
４
４
０
０
万

円
）
円
）
な
ど
に
重
点
配
分
し
た

ど
に
重
点
配
分
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
安
芸
区

　
こ
の
ほ
か
、
安
芸
区
は
　4747

億
６
７
０
０
万
円
（

億
６
７
０
０
万
円
（
同
　
％
1313

増
）
、
佐
伯
区

増
）
、
佐
伯
区
は
　
億
５
３

億
５
３

6161

０
０
万
円
（

０
０
万
円
（
同
　

・
３
％

・
３
％

2020

増
）
と
な
っ
た
。
安
芸
区

増
）
と
な
っ
た
。
安
芸
区
で

は
、　

年
度
開
通
予
定
の

年
度
開
通
予
定
の
安

2222

芸
バ
イ
パ
ス
へ
の
ア
ク
セ

芸
バ
イ
パ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス

水
管
布
設
に
は
８
億
９
０

水
管
布
設
に
は
８
億
９
０
０

万
円
を
措
置
し
た

万
円
を
措
置
し
た
。

西
区
は

　
西
区
は
、　

億
１
５
０

億
１
５
０
０

9292

万
円
（

万
円
（
同
　
・
４
％
増
）

・
４
％
増
）
。

1313

観
音
地
区
な
ど
３
１
８
０

観
音
地
区
な
ど
３
１
８
０
ｍ

の
管
渠
布
設

の
管
渠
布
設
に
　
億
７
２
０

億
７
２
０

1616

０
万
円
を
盛
り
込
み
、
観

０
万
円
を
盛
り
込
み
、
観
音

地
区
の
雨
水
渠
築
造
に
伴

地
区
の
雨
水
渠
築
造
に
伴
う

シ
ー
ル
ド
工
事
を
今
年
度

シ
ー
ル
ド
工
事
を
今
年
度
中

に
契
約
す
る
ほ
か
、
中
広

に
契
約
す
る
ほ
か
、
中
広
～

観
音
地
区
な
ど
１
万
２
４

観
音
地
区
な
ど
１
万
２
４
９

３
ｍ
の
配
水
管
布
設
に

３
ｍ
の
配
水
管
布
設
に
は
　1919

億
１
５
０
０
万
円
。
己
斐

億
１
５
０
０
万
円
。
己
斐
公

民
館
移
転
の
実
施
設
計
に

民
館
移
転
の
実
施
設
計
に
は

４
２
０
０
万
円
、
福
島

４
２
０
０
万
円
、
福
島
第
　2626

ア
パ
ー
ト
の
耐
震
化
工
事

ア
パ
ー
ト
の
耐
震
化
工
事
に

は
２
億
３
０
０
万
円
を
あ

は
２
億
３
０
０
万
円
を
あ
て

る
。安

佐
南
区

　
安
佐
南
区
は
　
億
５
４
０

億
５
４
０

8080

０
万
０
万
円
（
同
８
・
４
％
減
）

（
同
８
・
４
％
減
）、

安
佐
北
区

安
佐
北
区
は
　
億
８
７
０

億
８
７
０
０

5757

て
府
中
祇
園
線
の
道
路
整

て
府
中
祇
園
線
の
道
路
整
備

に
６
億
９
０
０
０
万
円
を

に
６
億
９
０
０
０
万
円
を
配

分
し
、
道
路
整
備
な
ど
を

分
し
、
道
路
整
備
な
ど
を
推

進
す
る
ほ
か
、
早
稲
田
児

進
す
る
ほ
か
、
早
稲
田
児
童

館
新
設
の
実
施
設
計
費
４

館
新
設
の
実
施
設
計
費
４
０

３
万
円
を
計
上
。
東
区
役

３
万
円
を
計
上
。
東
区
役
所

防
潮
板
設
置
工
事
に
は
２

防
潮
板
設
置
工
事
に
は
２
億

円
を
見
込
む

円
を
見
込
む
。

事
業
費
最
大
の
南
区

　
事
業
費
最
大
の
南
区
で

は
、
広
島
駅
南
口
の
再
整

は
、
広
島
駅
南
口
の
再
整
備

等
の
　
億
９
５
０
０
万
円

億
９
５
０
０
万
円
、

5656

東
部
地
区
連
続
立
体
交
差

東
部
地
区
連
続
立
体
交
差
事

業
の
鉄
道
詳
細
設
計
及
び

業
の
鉄
道
詳
細
設
計
及
び
仮

線
路
工
事
等
の
９
億
８
１

線
路
工
事
等
の
９
億
８
１
０

０
万
円
、
青
崎
出
張
所
建

０
万
円
、
青
崎
出
張
所
建
替

え
の
５
億
７
２
０
０
万
円

え
の
５
億
７
２
０
０
万
円
な

ど
大
型
事
業
が
揃
う
。
加

ど
大
型
事
業
が
揃
う
。
加
え

て
、
宇
品
地
区
な
ど
４
０

て
、
宇
品
地
区
な
ど
４
０
７

０
ｍ
の
管
渠
布
設
に
７
億

０
ｍ
の
管
渠
布
設
に
７
億
６

５
０
０
万
円
、
東
雲
～
宇

５
０
０
万
円
、
東
雲
～
宇
品

地
区
な
ど
４
１
０
５
ｍ
の

地
区
な
ど
４
１
０
５
ｍ
の
配

各
行
政
区
の
事
業
費
増

　
各
行
政
区
の
事
業
費
増
減

と
主
要
事
業
を
み
る
と
、

と
主
要
事
業
を
み
る
と
、
中

区
は
１
１
０
億
３
３
０
０

区
は
１
１
０
億
３
３
０
０
万

円
（
円
（
同
　

％
増
）
。
吉
島

％
増
）
。
吉
島
屋

2424

内
プ
ー
ル
建
替
え
に
９
億

内
プ
ー
ル
建
替
え
に
９
億
３

５
０
０
万
円
を
配
分
し
、

５
０
０
万
円
を
配
分
し
、
建

築
工
事
な
ど
を
進
め
る
と

築
工
事
な
ど
を
進
め
る
と
と

も
に
、
基
町

も
に
、
基
町
第
　
ア
パ
ー
ト

ア
パ
ー
ト

1717

の
更
新
で
は

の
更
新
で
は
、　

年
度
か
ら

年
度
か
ら

2222

建
替
え
に
向
け
た
基
本
設

建
替
え
に
向
け
た
基
本
設
計

等
（
３
２
０
０
万
円
）
に

等
（
３
２
０
０
万
円
）
に
着

手
。
公
共
下
水
道
整
備

手
。
公
共
下
水
道
整
備
で

は
、
吉
島
地
区
な
ど
３
６

は
、
吉
島
地
区
な
ど
３
６
４

０
ｍ
の
管
渠
布
設

０
ｍ
の
管
渠
布
設
に
　
億
１
億
１

2929

４
０
０
万
円
、
千
田
水
資

４
０
０
万
円
、
千
田
水
資
源

セ
ン
タ
ー
な
ど
２
カ
所
の

セ
ン
タ
ー
な
ど
２
カ
所
の
施

設
整
備

設
整
備
に
　
億
２
４
０
０

億
２
４
０
０
万

2222

円
を
投
じ
る

円
を
投
じ
る
。

東
区
は

　
東
区
は
、　

億
２
６
０

億
２
６
０
０

4848

万
円
（

万
円
（
同
　
・
３
％
減
）

・
３
％
減
）
。

1010

広
島
高
速
５
号
線
関
連
と

広
島
高
速
５
号
線
関
連
と
し

広
島
市
が
２
０
２
２
年
度
に
取
り
組
む
普
通
建
設
事
業
に
つ
い
て
、
行
政
区
別
事
業
費
の
概
要
が
明
ら
か
に

　
広
島
市
が
２
０
２
２
年
度
に
取
り
組
む
普
通
建
設
事
業
に
つ
い
て
、
行
政
区
別
事
業
費
の
概
要
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
８
つ
の
行
政
区
中
、
事
業
費
が
最
大
と
な
っ
た
の
は
南
区
の
１
４
２
億
８
２
０
０
万
円
（
対
前
年
度

っ
た
。
８
つ
の
行
政
区
中
、
事
業
費
が
最
大
と
な
っ
た
の
は
南
区
の
１
４
２
億
８
２
０
０
万
円
（
対
前
年
度
比
　4242

％
増
）
。
広
島
駅
南
口
広
場
の
再
整
備
等
に
加
え
、
東
部
地
区
連
続
立
体
交
差
事
業
の
本
格
化
な
ど
が
事
業
費

％
増
）
。
広
島
駅
南
口
広
場
の
再
整
備
等
に
加
え
、
東
部
地
区
連
続
立
体
交
差
事
業
の
本
格
化
な
ど
が
事
業
費
を

大
き
く
押
し
上
げ
た
。
中
区
、
西
区
、
安
芸
区
、
佐
伯
区
で
も
前
年
度
よ
り
増
額
と
な
っ
た

大
き
く
押
し
上
げ
た
。
中
区
、
西
区
、
安
芸
区
、
佐
伯
区
で
も
前
年
度
よ
り
増
額
と
な
っ
た
。

広島市

南南
区区
㮇
億
円
億
円
、、㮇
％
増
で
最

％
増
で
最
大大

142.142.88

4242

8
行
政
区
別
建
設
事
業
費

【
高
等
学
校
建
設
等
（
１

　
【
高
等
学
校
建
設
等
（
１
、

１
６
１
、
３
９
５
）

１
６
１
、
３
９
５
）
】

　
＝
校
舎
改

校
舎
改
築
（
１
１
６

（
１
１
６
、

３
３
７
）

３
３
７
）
＝

▽
下
関
双
葉
高
校
ほ
か

　
▽
下
関
双
葉
高
校
ほ
か
２

校
（
９
８
、
６
６
８
）
＝

校
（
９
８
、
６
６
８
）
＝
屋

外
便
所
新
築
ほ

外
便
所
新
築
ほ
か

▽
岩
国
高
校
（
１
７
、

　
▽
岩
国
高
校
（
１
７
、
６

６
９
）
＝
特
別
教
室

６
９
）
＝
特
別
教
室
棟

　
＝
大
規
模
改

大
規
模
改
造
（
５
５

（
５
５

７
、
９
０
４
）

７
、
９
０
４
）
＝

▽
下
関
工
科
高
校
ほ
か

　
▽
下
関
工
科
高
校
ほ
か
９

校
（
２
２
５
、
５
０
８
）

校
（
２
２
５
、
５
０
８
）
＝

渡
り
廊
下
棟
ほ

渡
り
廊
下
棟
ほ
か

▽
岩
国
総
合
高
校
ほ
か

　
▽
岩
国
総
合
高
校
ほ
か
８

校
（
３
３
０
、
０
０
４
）

校
（
３
３
０
、
０
０
４
）
＝

普
通
教
室
棟
な

普
通
教
室
棟
な
ど

▽
徳
山
高
校
（
２
、
３

　
▽
徳
山
高
校
（
２
、
３
９

２
）
＝
普
通
教
室
棟
ほ

２
）
＝
普
通
教
室
棟
ほ
か

　
＝
施
設
改

施
設
改
造
（
３
７
９

（
３
７
９
、

７
５
５
）

７
５
５
）
＝

▽
山
口
農
業
高
校
ほ
か

　
▽
山
口
農
業
高
校
ほ
か
　1010

校
（
２
３
４
、
５
３
６
）

校
（
２
３
４
、
５
３
６
）
＝

防
球
ネ
ッ
ト
ほ

防
球
ネ
ッ
ト
ほ
か

▽
県
立
高
校
等
（
１

　
▽
県
立
高
校
等
（
１
４

５
、
２
１
９
）
＝
空
調
設

５
、
２
１
９
）
＝
空
調
設
備

　
＝
産
業
教
育
設
備
整

産
業
教
育
設
備
整
備

（
１
０
０
、
０
０
０

（
１
０
０
、
０
０
０
）
＝

　
▽
柳
井
商
工
高
校
ほ
か

▽
柳
井
商
工
高
校
ほ
か
６

校
（
１
０
０
、
０
０
０
）
＝

校
（
１
０
０
、
０
０
０
）
＝
普

通
旋
盤
、
万
能
試
験
機
な

通
旋
盤
、
万
能
試
験
機
な
ど

　
＝
理
科
数
学
教
育
設

理
科
数
学
教
育
設
備

（
７
、
３
９
９

（
７
、
３
９
９
）
＝

▽
岩
国
高
校
ほ
か

　
▽
岩
国
高
校
ほ
か
　

校
1919

豊
浦
総
合
支
援
学
校
は

　
豊
浦
総
合
支
援
学
校
は
、

敷
地
が
狭
隘
で
グ
ラ
ウ
ン

敷
地
が
狭
隘
で
グ
ラ
ウ
ン
ド

が
な
く
、
増
加
傾
向
の
児

が
な
く
、
増
加
傾
向
の
児
童

生
徒
数
に
対
応
す
る
教
室

生
徒
数
に
対
応
す
る
教
室
の

確
保
が
困
難
な
状
況
等
を

確
保
が
困
難
な
状
況
等
を
踏

ま
え
、
旧
響
高
校
跡
地
へ

ま
え
、
旧
響
高
校
跡
地
へ
の

移
転
整
備
す
る
こ
と
に
よ

移
転
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り

諸
課
題
の
解
消
と
特
別
支

諸
課
題
の
解
消
と
特
別
支
援

教
育
の
充
実
を
図
る

教
育
の
充
実
を
図
る
。

ま
た
、
県
立
学
校
施
設

　
ま
た
、
県
立
学
校
施
設
整

備
事
業
（
長
寿
命
化
、
耐

備
事
業
（
長
寿
命
化
、
耐
震

化
、
空
調
設
備
整
備
）
に

化
、
空
調
設
備
整
備
）
に
は

７
億
２
３
２
４
万
２
０
０

７
億
２
３
２
４
万
２
０
０
０

円
を
充
て
、
安
全
で
快
適

円
を
充
て
、
安
全
で
快
適
な

学
習
環
境
を
整
備
す
る

学
習
環
境
を
整
備
す
る
た

め
、
長
寿
命
化
計
画
（
個

め
、
長
寿
命
化
計
画
（
個
別

施
設
計
画
）
に
基
づ
い
た

施
設
計
画
）
に
基
づ
い
た
施

設
整
備
や
非
構
造
部
材
の

設
整
備
や
非
構
造
部
材
の
耐

震
対
策
、
空
調
整
備
を
実

震
対
策
、
空
調
整
備
を
実
施

す
る
。

年
度
は
長
寿
命

す
る
。　

年
度
は
長
寿
命
化

2222

対
策
実
施
校
と
し
て
岩
国

対
策
実
施
校
と
し
て
岩
国
総

合
高
校
、
下
関
工
科
高
校

合
高
校
、
下
関
工
科
高
校
な

ど
、
非
構
造
部
材
耐
震
対

ど
、
非
構
造
部
材
耐
震
対
策

は
西
京
高
校
、
柳
井
高
校

は
西
京
高
校
、
柳
井
高
校
な

ど
、
空
調
設
備
は
県
立
高

ど
、
空
調
設
備
は
県
立
高
校

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
整
備
を

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
整
備
を
進

め
る
め
る
。

建
設
関
係
の
主
な
事
業

　
建
設
関
係
の
主
な
事
業
は

次
の
通
り

次
の
通
り
（
単
位
１
０
０

単
位
１
０
０
０

円
）
。

校
・
学
科
の
再
編
整
備
に

校
・
学
科
の
再
編
整
備
に
必

要
な
施
設
整
備
を
進
め
る

要
な
施
設
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
児
童
生
徒
数
の

と
も
に
、
児
童
生
徒
数
の
増

加
等
に
伴
う
総
合
支
援
学

加
等
に
伴
う
総
合
支
援
学
校

の
教
室
不
足
に
対
応
す
る

の
教
室
不
足
に
対
応
す
る
た

め
、
施
設
整
備
を
実
施

め
、
施
設
整
備
を
実
施
す

る
。

年
度
は
、
現
在
、

る
。　

年
度
は
、
現
在
、
成

2222

長
建
設
・
み
ど
り
建
設
Ｊ

長
建
設
・
み
ど
り
建
設
Ｊ
Ｖ

で
鋭
意
工
事
が
進
ん
で
い

で
鋭
意
工
事
が
進
ん
で
い
る

山
口
南
総
合
支
援
学
校
の

山
口
南
総
合
支
援
学
校
の
産

業
科
棟
新
築
工
事
の
推
進

業
科
棟
新
築
工
事
の
推
進
と

豊
浦
総
合
支
援
学
校
の
移

豊
浦
総
合
支
援
学
校
の
移
転

整
備
に
係
る
設
計
・
工
事

整
備
に
係
る
設
計
・
工
事
な

ど
を
実
施
す
る

ど
を
実
施
す
る
。

％
減
）
、
施
策
的
経
費

％
減
）
、
施
策
的
経
費
　
億
3636

９
２
３
７
万
８
０
０
０

９
２
３
７
万
８
０
０
０
円

（
同
３
・
６
％
増
）
、
県
営

（
同
３
・
６
％
増
）
、
県
営
建

築
事
業
費

億
１
１
８
万

築
事
業
費
　
億
１
１
８
万
５

2525

０
０
０
円
（
同

・
８

０
０
０
円
（
同
　

・
８
％

2222

増
）
、
災
害
復
旧
費
６
０

増
）
、
災
害
復
旧
費
６
０
０

０
万
円
（
同
０
・
０
％
）

０
万
円
（
同
０
・
０
％
）
。

建
設
関
係
分
の
主
な
事

　
建
設
関
係
分
の
主
な
事
業

は
、
県
立
学
校
施
設
整
備

は
、
県
立
学
校
施
設
整
備
事

業
（
高
校
再
編
整
備
・
教

業
（
高
校
再
編
整
備
・
教
室

不
足
対
策
）
に
事
業
費

不
足
対
策
）
に
事
業
費
　
億
1313

１
２
４
２
万
１
０
０
０
円

１
２
４
２
万
１
０
０
０
円
を

投
入
。
よ
り
質
の
高
い
高

投
入
。
よ
り
質
の
高
い
高
校

教
育
を
提
供
す
る
た
め
の

教
育
を
提
供
す
る
た
め
の
学

山
口
県
教
育
委
員
会
の

　
山
口
県
教
育
委
員
会
の
２

０
２
２
年
度
当
初
予
算
案

０
２
２
年
度
当
初
予
算
案
と

事
業
計
画
案
が
明
ら
か
に

事
業
計
画
案
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
教
育
委
員
会
所
管

っ
た
。
教
育
委
員
会
所
管
の

予
算
額
は
１
２
２
４
億
６

予
算
額
は
１
２
２
４
億
６
３

１
１
万
１
０
０
０
円
で
、

１
１
万
１
０
０
０
円
で
、
前

年
度
当
初
に
比
べ
３
・
０

年
度
当
初
に
比
べ
３
・
０
％

減
と
な
っ
た

減
と
な
っ
た
。

経
費
別
内
訳
は
、
給
与

　
経
費
別
内
訳
は
、
給
与
関

係
経
費
１
０
８
５
億
７
７

係
経
費
１
０
８
５
億
７
７
５

８
万
５
０
０
０
円
（
前
年

８
万
５
０
０
０
円
（
前
年
度

当
初
比
３
・
８
％
減
）
、

当
初
比
３
・
８
％
減
）
、
一

般
行
政
経
費

億
３
１
９

般
行
政
経
費
　
億
３
１
９
６

7676

万
３
０
０
０
円
（
同
０
・

万
３
０
０
０
円
（
同
０
・
８

か
１
校
（
２
３
６
、
０
８
５

か
１
校
（
２
３
６
、
０
８
５
）

＝
小
中
学
部
・
特
別
教
室

＝
小
中
学
部
・
特
別
教
室
棟

ほ
か▽

山
口
南
総
合
支
援
学

　
▽
山
口
南
総
合
支
援
学
校

（
９
９
７
、
７
８
７
）
＝
産

（
９
９
７
、
７
８
７
）
＝
産
業

科
棟
新
築
ほ

科
棟
新
築
ほ
か

▽
下
関
総
合
支
援
学
校

　
▽
下
関
総
合
支
援
学
校
ほ

（
７
、
３
９
９
）
＝
生
徒
用

（
７
、
３
９
９
）
＝
生
徒
用
顕

微
鏡
な

微
鏡
な
ど

【
特
別
支
援
学
校
建
設

　
【
特
別
支
援
学
校
建
設
等

（
１
、
３
３
９
、
７
９
０
）

（
１
、
３
３
９
、
７
９
０
）
】

　
＝
施
設
整

施
設
整
備
（
１
、
３

（
１
、
３
３

９
、
３
７
５

９
、
３
７
５
）
＝

▽
豊
浦
総
合
支
援
学
校

　
▽
豊
浦
総
合
支
援
学
校
ほ

山口県教委
当初予算案

総
合
支
援
学
校
整
備
に
㮇
億
円

13

㮇
億
余
億
余
でで
㮇
％
減
％
減

12212244

3.03.0

〈
橋
梁
下
部
一
式
〉
橋
台

〈
橋
梁
下
部
一
式
〉
橋
台
工

（
Ａ
（
Ａ
１
橋
台
、
Ａ

橋
台
、
Ａ
２
橋
台
）

橋
台
）
壁

高
欄
一
式
、
工
事
延
長

高
欄
一
式
、
工
事
延
長
Ｌ
　4444

ｍ
【
岡
見
地
区
跨
道
橋
】
Ｐ

ｍ
【
岡
見
地
区
跨
道
橋
】
Ｐ
Ｃ

単
純
中
空
床
版
橋

単
純
中
空
床
版
橋
Ｌ
　
・
３

2525

ｍ
（
支
間

ｍ
（
支
間
長
　
・
４
ｍ
）
、〈

ｍ
）
、〈
コ

2424

ン
ク
リ
ー
ト
橋
上
部
一
式

ン
ク
リ
ー
ト
橋
上
部
一
式
〉

Ｐ
Ｃ
ホ
ロ
ー
ス
ラ
ブ
橋
工

Ｐ
Ｃ
ホ
ロ
ー
ス
ラ
ブ
橋
工
・

橋
梁
現
場
塗
装
工
・
橋
梁

橋
梁
現
場
塗
装
工
・
橋
梁
付

属
物
工
・
仮
設
工
各
一
式

属
物
工
・
仮
設
工
各
一
式
、

〈
橋
梁
下
部
一
式
〉
橋
台

〈
橋
梁
下
部
一
式
〉
橋
台
工

（
Ａ
（
Ａ
１
橋
台
、
Ａ

橋
台
、
Ａ
２
橋
台
）

橋
台
）
・

橋
梁
現
場
塗
装
工
各
一
式

橋
梁
現
場
塗
装
工
各
一
式
、

工
事
延
長

工
事
延
長
Ｌ
　
ｍ
【
岡
見

ｍ
【
岡
見
Ｉ

2020

Ｃ
Ｅ
ラ
ン
プ
跨
道
橋
】
Ｐ

Ｃ
Ｅ
ラ
ン
プ
跨
道
橋
】
Ｐ
Ｃ

単
純
プ
レ
テ
ン
シ
ョ
ン
方

単
純
プ
レ
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式

ス
ラ
ブ
桁
橋

ス
ラ
ブ
桁
橋
Ｌ
　
・
８
ｍ

1616

（
支
間

（
支
間
長
　
・
１
ｍ
）
ｍ
）
、〈
コ
〈
コ

1616

ン
ク
リ
ー
ト
橋
上
部
一
式

ン
ク
リ
ー
ト
橋
上
部
一
式
〉

Ｐ
Ｃ
橋
工
・
橋
梁
現
場
塗

Ｐ
Ｃ
橋
工
・
橋
梁
現
場
塗
装

工
・
橋
梁
付
属
物
工
・
仮

工
・
橋
梁
付
属
物
工
・
仮
設

工
各
一

工
各
一
式

使
用
す
る
主
要
な
資
機

　
使
用
す
る
主
要
な
資
機
材

＝
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
約

＝
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
約
６
０

０
弱
、
鋼
材
（
棒
鋼
）
約

、
鋼
材
（
棒
鋼
）
約
１
１

０
ｔ工

期
＝

　
工
期
＝
２
０
２
４

２
０
２
４
年
２
月

　
日
28

参
加
資
格
＝
プ
レ
ス
ト

　
参
加
資
格
＝
プ
レ
ス
ト
レ

ス
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工

ス
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事

の
認
定
業
者

の
認
定
業
者
。　

年
４
月
以
月
以

0707

橋
】
Ｐ
Ｃ

橋
】
Ｐ
Ｃ
４
径
間
連
結
コ

径
間
連
結
コ
ン

ポ
桁
橋
Ｌ

ポ
桁
橋
Ｌ
１
２
１

１
２
１
ｍ
（
支

ｍ
（
支
間

長
　
ｍ
＋
　
ｍ
＋
　
ｍ
＋
　

25

39

39

25

ｍ
）
、〈
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋

ｍ
）
、〈
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
上

部
一
式
〉
工
場
製
作
工
（
検

部
一
式
〉
工
場
製
作
工
（
検
査

路
製
作
工
）

路
製
作
工
）
４
・
６
ｔ
、
ｔ
、
工

場
製
品
輸
送
工

場
製
品
輸
送
工
４
・
６
ｔ
、

Ｐ
Ｃ
橋
工
・
床
版
工
・
橋

Ｐ
Ｃ
橋
工
・
床
版
工
・
橋
梁

現
場
塗
装
工
・
橋
梁
付
属

現
場
塗
装
工
・
橋
梁
付
属
物

工
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
足

工
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
足
場

等
設
置
工
・
仮
設
工
各

等
設
置
工
・
仮
設
工
各
一

式
、〈
橋
梁
下
部
一
式
〉
橋

式
、〈
橋
梁
下
部
一
式
〉
橋
台

工
（
Ａ

工
（
Ａ
１
橋
台
、
Ａ

橋
台
、
Ａ
２
橋
台
橋
台
）

壁
高
欄
一
式
、
工
事
延
長

壁
高
欄
一
式
、
工
事
延
長
Ｌ

　
ｍ
【
岡
見
Ｉ
Ｃ
橋
】
Ｐ
Ｃ

ｍ
【
岡
見
Ｉ
Ｃ
橋
】
Ｐ
Ｃ
単

3535純
プ
レ
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式

純
プ
レ
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式
ス

ラ
ブ
桁
橋

ラ
ブ
桁
橋
Ｌ
　
ｍ
（
支
間

ｍ
（
支
間
長

1818

　
・
３
ｍ
）
、〈
コ
ン
ク
リ

ｍ
）
、〈
コ
ン
ク
リ
ー

1717ト
橋
上
部
一
式
〉
工
場
製

ト
橋
上
部
一
式
〉
工
場
製
作

工
（
検
査
路
製
作
工
）

工
（
検
査
路
製
作
工
）
２
・
８

ｔ
、
工
場
製
品
輸
送
工

ｔ
、
工
場
製
品
輸
送
工
２
・

８
ｔ
、
Ｐ
Ｃ
橋
工
・
橋
梁

ｔ
、
Ｐ
Ｃ
橋
工
・
橋
梁
現

場
塗
装
工
・
橋
梁
付
属
物

場
塗
装
工
・
橋
梁
付
属
物
工

・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
足
場

・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
足
場
等

設
置
工
・
仮
設
工
各
一
式

設
置
工
・
仮
設
工
各
一
式
、

降
に
元
請
と
し
て
完
成
・

降
に
元
請
と
し
て
完
成
・
引

渡
し
が
完
了
し
た
道
路
橋

渡
し
が
完
了
し
た
道
路
橋
ま

た
は
鉄
道
橋
の
う
ち
、
橋

た
は
鉄
道
橋
の
う
ち
、
橋
梁

型
式
が
床
版
橋
を
除
く
Ｐ

型
式
が
床
版
橋
を
除
く
Ｐ
Ｃ

橋
で
架
設
工
法
が
ト
ラ
ッ

橋
で
架
設
工
法
が
ト
ラ
ッ
ク

ク
レ
ー
ン
工
法
・
ト
ラ
ッ

ク
レ
ー
ン
工
法
・
ト
ラ
ッ
ク

ク
レ
ー
ン
ス
テ
ー
ジ
ン
グ

ク
レ
ー
ン
ス
テ
ー
ジ
ン
グ
工

法
以
外
の
工
事
の
施
工
実

法
以
外
の
工
事
の
施
工
実
績

―
な
―
な
ど

設
計
＝
片
平
新
日
本

　
設
計
＝
片
平
新
日
本
技

研
、
エ
イ
ト
日
本
技
術
開

研
、
エ
イ
ト
日
本
技
術
開
発

　
「
令
和
４
年
度
北
条
道

「
令
和
４
年
度
北
条
道
路

北
条
高
架
橋
第
４
Ｐ
Ｃ
上
部

北
条
高
架
橋
第
４
Ｐ
Ｃ
上
部
」

工
事
場
所
＝
鳥
取
県
東

　
工
事
場
所
＝
鳥
取
県
東
伯

郡
北
栄
町
田
井
地

郡
北
栄
町
田
井
地
内

工
事
内
容
＝
工
事
延
長

　
工
事
内
容
＝
工
事
延
長
Ｌ

１
５
０

１
５
０
ｍ
【
北
条
高
架
橋
】

ｍ
【
北
条
高
架
橋
】
Ｐ

Ｃ
４
径
間
連
続
中
空
床
版

径
間
連
続
中
空
床
版
橋

Ｌ
１
３
９

１
３
９
・
７
ｍ
（
支
間

ｍ
（
支
間
長

　
・
８
ｍ
＋
　
ｍ
＋
ｍ
＋
　
ｍ
＋
ｍ
＋

3434

3535

3535

　
・
９
ｍ
）
、〈
コ
ン
ク
リ

ｍ
）
、〈
コ
ン
ク
リ
ー

3434ト
橋
上
部
一
式
〉
工
場
製

ト
橋
上
部
一
式
〉
工
場
製
作

工
（
検
査
路
製
作
工
）

工
（
検
査
路
製
作
工
）
８
ｔ
、

工
場
製
品
輸
送
工

工
場
製
品
輸
送
工
８
ｔ
、
ｔ
、
Ｐ

Ｃ
ホ
ロ
ー
ス
ラ
ブ
橋
工
・

Ｃ
ホ
ロ
ー
ス
ラ
ブ
橋
工
・
橋

梁
付
属
物
工
・
橋
台
工
・

梁
付
属
物
工
・
橋
台
工
・
仮

設
工
各
一

設
工
各
一
式

使
用
す
る
主
要
な
資
機

　
使
用
す
る
主
要
な
資
機
材

＝
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
約

＝
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
約
１
３

０
０
弱
、
鋼
材
（
棒
鋼
）
約

、
鋼
材
（
棒
鋼
）
約
１

３
０
３
０
ｔ
、
鋼
材
（
Ｐ
Ｃ
ケ

ｔ
、
鋼
材
（
Ｐ
Ｃ
ケ
ー

２
組
と
も
入
札
の
締
め
切

組
と
も
入
札
の
締
め
切
り

は
６
月
８
日
で
、
開
札
は

日
で
、
開
札
は
同

　
日
に
行
う

日
に
行
う
。

1515　
５
件
と
も
施
工
能
力
評

件
と
も
施
工
能
力
評
価

型
Ⅰ
型
の
施
工
体
制
確
認

型
Ⅰ
型
の
施
工
体
制
確
認
型

総
合
評
価
方
式
で
若
手
技

総
合
評
価
方
式
で
若
手
技
術

者
育
成
型
を
採
用
。
賃
上

者
育
成
型
を
採
用
。
賃
上
げ

実
施
企
業
に
対
す
る
加
点

実
施
企
業
に
対
す
る
加
点
も

行
う
。
ま
た
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／

行
う
。
ま
た
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ

Ｉ
Ｍ
活
用
（
受
注
者
希

Ｉ
Ｍ
活
用
（
受
注
者
希
望

型
）
、
週
休

型
）
、
週
休
２
日
現
場
閉

日
現
場
閉
所

（
発
注
者
指
定
型
）
、
生
産

（
発
注
者
指
定
型
）
、
生
産
性

向
上
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
試
行

向
上
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
試
行
す

る
。
手
続
き
等
の
担
当
部

る
。
手
続
き
等
の
担
当
部
局

は
総
務
部
契
約
課

は
総
務
部
契
約
課
。

各
工
事
の
概
要
等
は
次

　
各
工
事
の
概
要
等
は
次
の

通
り
通
り
。

　
「
令
和
４
年
度
三
隅
・

「
令
和
４
年
度
三
隅
・
益

田
道
路
大
浜
第
２
高
架
橋

田
道
路
大
浜
第
２
高
架
橋
外

Ｐ
Ｃ
上
部

Ｐ
Ｃ
上
部
」

工
事
場
所
＝
島
根
県
浜

　
工
事
場
所
＝
島
根
県
浜
田

市
三
隅
町
～
益
田
市
木
部

市
三
隅
町
～
益
田
市
木
部
町

地
内
　
工
事
内
容
＝
工
事
延
長

工
事
内
容
＝
工
事
延
長
Ｌ

１
３
９

１
３
９
ｍ
【
大
浜
第

ｍ
【
大
浜
第
２
高
架

中
国
地
方
整
備
局

　
中
国
地
方
整
備
局
は
　1111

日
、「
令
和

日
、「
令
和
４
年
度
三
隅
・

年
度
三
隅
・
益

田
道
路
大
浜
第

田
道
路
大
浜
第
２
高
架
橋

高
架
橋
外

Ｐ
Ｃ
上
部
工
事
」「
令
和

Ｐ
Ｃ
上
部
工
事
」「
令
和
４
年

度
北
条
道
路
北
条
高
架
橋

度
北
条
道
路
北
条
高
架
橋
第

４
Ｐ
Ｃ
上
部
工
事
」「
令
和

Ｐ
Ｃ
上
部
工
事
」「
令
和
４

年
度
北
条
道
路
北
条
高
架

年
度
北
条
道
路
北
条
高
架
橋

第
３
Ｐ
Ｃ
上
部
工
事
」「
令

Ｐ
Ｃ
上
部
工
事
」「
令
和

４
年
度
岡
山
環
状
南
道
路

年
度
岡
山
環
状
南
道
路
大

福
高
架
橋
第

福
高
架
橋
第
３
鋼
上
部

鋼
上
部
工

事
」「
令
和

「
令
和
４
年
度
玉
島
笠

年
度
玉
島
笠
岡

道
路
西
大
島
高
架
橋
鋼
上

道
路
西
大
島
高
架
橋
鋼
上
部

工
事
工
事
」
の
計
の
計
５
件
を
一
般
競

一
般
競

争
入
札
で
公
告
す
る

争
入
札
で
公
告
す
る
。

大
浜
第

　
大
浜
第
２
高
架
橋
の
申

高
架
橋
の
申
請

書
は
書
は
４
月
６
日
ま
で
受
け

日
ま
で
受
け
付

け
る
。
入
札
の
締
め
切
り

け
る
。
入
札
の
締
め
切
り
は

６
月
６
日
で
、

日
で
、
同
　
日
に
開

日
に
開

1313

札
す
る
。
北
条
高
架
橋
の

札
す
る
。
北
条
高
架
橋
の
２

件
は
一
括
審
査
方
式
を
採

件
は
一
括
審
査
方
式
を
採
用

し
、
申
請
書
の
提
出
期
限

し
、
申
請
書
の
提
出
期
限
は

４
月
８
日
。
大
福
高
架
橋

大
福
高
架
橋
と

西
大
島
高
架
橋
も
一
括
審

西
大
島
高
架
橋
も
一
括
審
査

方
式
で
行
い
、
申
請
書
を

方
式
で
行
い
、
申
請
書
を
４

月
　
日
ま
で
受
け
付
け
る

日
ま
で
受
け
付
け
る
。

1212

ブ
ル
）

ブ
ル
）
約
　
ｔ
4040

工
期
＝

　
工
期
＝
９
月
１
日
～
　
年
2424

２
月
　
日
（
余
裕
期
間

日
（
余
裕
期
間
は
　

2929

2222

年
８
月
　
日
ま
で

日
ま
で
）

3131

参
加
資
格
＝
プ
レ
ス
ト

　
参
加
資
格
＝
プ
レ
ス
ト
レ

ス
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工

ス
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事

の
認
定
業
者

の
認
定
業
者
。　

年
４
月
以
月
以

0707

降
に
元
請
と
し
て
完
成
・

降
に
元
請
と
し
て
完
成
・
引

渡
し
が
完
了
し
た
道
路
橋

渡
し
が
完
了
し
た
道
路
橋
ま

た
は
鉄
道
橋
で
橋
梁
型
式

た
は
鉄
道
橋
で
橋
梁
型
式
が

ポ
ス
ト
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式

ポ
ス
ト
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式
の

Ｐ
Ｃ
連
続
橋
の
工
事
の
施

Ｐ
Ｃ
連
続
橋
の
工
事
の
施
工

実
績
―
な

実
績
―
な
ど

設
計
＝
片
平
新
日
本
技

　
設
計
＝
片
平
新
日
本
技
研

　
「
同
第
３
Ｐ
Ｃ
上
部

「
同
第
３
Ｐ
Ｃ
上
部
」

工
事
場
所
＝

　
工
事
場
所
＝
同

　
工
事
内
容

工
事
内
容
＝
工
事
延
長

工
事
延
長
Ｌ

１
４
０

１
４
０
ｍ
【
北
条
高
架
橋
】

ｍ
【
北
条
高
架
橋
】
Ｐ

Ｃ
４
径
間
連
続
中
空
床
版

径
間
連
続
中
空
床
版
橋

Ｌ
１
３
９

１
３
９
・
７
ｍ
（
支
間

ｍ
（
支
間
長

　
・
８
ｍ
＋
　
ｍ
＋
ｍ
＋
　
ｍ
＋
ｍ
＋

3434

3535

3535

　
・
９
ｍ
）
、〈
コ
ン
ク
リ

ｍ
）
、〈
コ
ン
ク
リ
ー

3434ト
橋
上
部
一
式
〉
工
場
製

ト
橋
上
部
一
式
〉
工
場
製
作

工
（
検
査
路
製
作
工

工
（
検
査
路
製
作
工
）　
ｔ
、
ｔ
、

1010

工
場
製
品
輸
送

工
場
製
品
輸
送
工
　
ｔ
、
Ｐ

ｔ
、
Ｐ

1010

Ｃ
ホ
ロ
ー
ス
ラ
ブ
橋
工
・

Ｃ
ホ
ロ
ー
ス
ラ
ブ
橋
工
・
橋

梁
付
属
物
工
・
仮
設
工
各

梁
付
属
物
工
・
仮
設
工
各
一

式
使
用
す
る
主
要
な
資
機

　
使
用
す
る
主
要
な
資
機
材

＝
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
約

＝
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
約
１
４

０
０
弱
、
鋼
材
（
棒
鋼
）
約

、
鋼
材
（
棒
鋼
）
約
１

５
０
５
０
ｔ
、
鋼
材
（
Ｐ
Ｃ
ケ

ｔ
、
鋼
材
（
Ｐ
Ｃ
ケ
ー

ブ
ル
）

ブ
ル
）
約
　
ｔ
4040

工
期

　
工
期
＝
　
年
　
月
　
日

2323

1111

3030

参
加
資
格
、
設
計
＝

　
参
加
資
格
、
設
計
＝
同

「
令
和
４
年
度
岡
山
環

　
「
令
和
４
年
度
岡
山
環
状

南
道
路
大
福
高
架
橋
第
３

南
道
路
大
福
高
架
橋
第
３
鋼

上
部
上
部
」

工
事
場
所
＝
岡
山
市
南

　
工
事
場
所
＝
岡
山
市
南
区

大
福
地

大
福
地
内

工
事
内
容

　
工
事
内
容
＝
工
事
延
長
Ｌ

工
事
延
長
Ｌ

１
９
０

１
９
０
ｍ
【
大
福
高
架
橋
】

ｍ
【
大
福
高
架
橋
】
鋼

３
径
間
連
続
非
合
成
多
主

径
間
連
続
非
合
成
多
主
鈑

桁
橋
Ｌ

桁
橋
Ｌ
１
２
７

１
２
７
ｍ
（
支
間

ｍ
（
支
間
長

　
ｍ
＋
　
ｍ
＋
　
ｍ
）
、〈

ｍ
）
、〈
鋼

4141

4545

4141

橋
上
部
一
式
〉
工
場
製
作

橋
上
部
一
式
〉
工
場
製
作
工

４
３
５

４
３
５
ｔ
、
工
場
製
品
輸

ｔ
、
工
場
製
品
輸
送

工
４
３
５

４
３
５
ｔ
、
鋼
橋
架
設

ｔ
、
鋼
橋
架
設
工

・
橋
梁
現
場
塗
装
工
・
床

・
橋
梁
現
場
塗
装
工
・
床
版

工
・
橋
梁
付
属
物
工
・
歩

工
・
橋
梁
付
属
物
工
・
歩
道

橋
本
体
工
・
鋼
橋
足
場
等

橋
本
体
工
・
鋼
橋
足
場
等
設

置
工
・
仮
設
工
各
一

置
工
・
仮
設
工
各
一
式

使
用
す
る
主
要
な
資
機

　
使
用
す
る
主
要
な
資
機
材

＝
鋼
材
（
棒
鋼
除
く
）
約

＝
鋼
材
（
棒
鋼
除
く
）
約
４
４

０
ｔ
、
鋼
材
（
棒
鋼
）

ｔ
、
鋼
材
（
棒
鋼
）
約
　7070

ｔ
、
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
約

ｔ
、
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
約
５

１
０
弱

工
期

　
工
期
＝
　
年
２
月
　
日

2424

2929

参
加
資
格
＝
鋼
橋
上
部

　
参
加
資
格
＝
鋼
橋
上
部
工

事
の
認
定
業
者

事
の
認
定
業
者
。　

年
４
月

0707

以
降
に
元
請
と
し
て
完
成

以
降
に
元
請
と
し
て
完
成
・

引
渡
し
が
完
了
し
た
道
路

引
渡
し
が
完
了
し
た
道
路
橋

用
。
用
。
８
社
が
参
加
し
た
中

社
が
参
加
し
た
中
、

大
成
ロ
テ
ッ
ク

大
成
ロ
テ
ッ
ク
は
　
・
５
点

5757

の
加
算
点
を
獲
得
し
、
評

の
加
算
点
を
獲
得
し
、
評
価

値
　
・
０
７
６

０
７
６
で
落
札
に

で
落
札
に
至

4040
っ
た
っ
た
。

工
事
場
所
は
島
根
県
大

　
工
事
場
所
は
島
根
県
大
田

市
五
十
猛
町
地
内
。
工
事

市
五
十
猛
町
地
内
。
工
事
延

長
Ｌ
長
Ｌ
１
３
９
０

１
３
９
０
ｍ
で
、
舗

ｍ
で
、
舗
装

準
価
格
は

準
価
格
は
３
億
８
８
６
８

８
８
６
８
万

円
、
予
定
価
格
は

円
、
予
定
価
格
は
４
億
２
７

１
６
１
６
万
円
だ
っ
た

万
円
だ
っ
た
。

同
工
事
は

　
同
工
事
は
３
日
に
開
札

日
に
開
札
が

行
わ
れ
た
。
総
合
評
価
方

行
わ
れ
た
。
総
合
評
価
方
式

は
施
工
能
力
評
価
型
Ⅰ
型

は
施
工
能
力
評
価
型
Ⅰ
型
の

施
工
体
制
確
認
型
に
加
え

施
工
体
制
確
認
型
に
加
え
、

若
手
技
術
者
育
成
型
も

若
手
技
術
者
育
成
型
も
採

中
国
地
方
整
備
局
は

　
中
国
地
方
整
備
局
は
９

日
、
一
般
競
争
入
札
で
開

日
、
一
般
競
争
入
札
で
開
札

し
た
「
令
和

し
た
「
令
和
３
年
度
静
間

年
度
静
間
仁

摩
道
路
五
十
猛
ト
ン
ネ
ル

摩
道
路
五
十
猛
ト
ン
ネ
ル
舗

装
工
事
」
の
落
札
者
を
大

装
工
事
」
の
落
札
者
を
大
成

ロ
テ
ッ
ク
に
決
め
た
。
落

ロ
テ
ッ
ク
に
決
め
た
。
落
札

金
額
は

金
額
は
３
億
９
３
０
０

９
３
０
０
万
円

（
税
別
、
以
下
同
）
。
調
査

（
税
別
、
以
下
同
）
。
調
査
基

中国整備局

大
成
ロ
テ
ッ
ク
が
落
札

五
十
猛
ト
ン
ネ
ル
舗
装

工
一
式
と
し
て
ア
ス
フ
ァ

工
一
式
と
し
て
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
舗
装
工
（
路
肩
舗
装
Ａ
）

ト
舗
装
工
（
路
肩
舗
装
Ａ
）
１

０
９
０
９
０
釈
や
コ
ン
ク
リ
ー

や
コ
ン
ク
リ
ー
ト

舗
装
工
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）（
車
道

舗
装
工
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）（
車
道
舗

装
Ａ
）

装
Ａ
）
９
０
２

９
０
２
０
釈
な
ど
を

な
ど
を

行
う
行
う
（
詳
細
は
入
札
結
果

詳
細
は
入
札
結
果
欄

に
掲
に
掲
載
）
。
）
。

工
期
は

　
工
期
は
２
０
２
３

２
０
２
３
年
２
月

　
日
ま
で
。
な
お
、
同
工

日
ま
で
。
な
お
、
同
工
事

2828は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
（
発

は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
（
発
注

者
指
定
Ⅰ
型
）
や
週
休

者
指
定
Ⅰ
型
）
や
週
休
２
日

現
場
閉
所
（
発
注
者
指
定
型

現
場
閉
所
（
発
注
者
指
定
型
）

の
試
行
対
象
工
事
と
な
る

の
試
行
対
象
工
事
と
な
る
。

中国整備局

2
組
の
一
括
審
査
含
め
計
5
件
公
告

申
請
書
は
来
月

申
請
書
は
来
月
66
、、
88
、、㮇
日
ま
で

日
ま
で

1212

外
壁
工
事
な
ど
を
想
定
し

外
壁
工
事
な
ど
を
想
定
し
て

お
り
、
今
後
の
実
施
設
計

お
り
、
今
後
の
実
施
設
計
で

詳
細
を
詰
め
て
い
く
方
針

詳
細
を
詰
め
て
い
く
方
針
。

工
事
期
間
中
は
仮
園
舎
を

工
事
期
間
中
は
仮
園
舎
を
設

置
す
る
見
込
み
。
駐
車
場

置
す
る
見
込
み
。
駐
車
場
の

増
設
に
つ
い
て
は
、
隣
接

増
設
に
つ
い
て
は
、
隣
接
す

る
大
竹
中
学
校
の
敷
地
を

る
大
竹
中
学
校
の
敷
地
を
活

用
す
る

用
す
る
。

同
保
育
所
で
は
現

　
同
保
育
所
で
は
現
在
　
人
9595

の
児
童
を
受
け
入
れ
て

の
児
童
を
受
け
入
れ
て
い

る
。
改
修
後
は

る
。
改
修
後
は
１
２
０

１
２
０
人
程

度
ま
で
増
員
す
る
計
画
だ

度
ま
で
増
員
す
る
計
画
だ
。

　
２
０
２

２
０
２
３
年
度
か
ら
本

年
度
か
ら
本
格

的
な
工
事
に
取
り
掛
か
り

的
な
工
事
に
取
り
掛
か
り
、

　
年
度
の
開
所
を
目
指
す

年
度
の
開
所
を
目
指
す
。

2424事
業
費
は
現
時
点
で
未
定

事
業
費
は
現
時
点
で
未
定
だ

が
、
数
億
円
規
模
に
な
る

が
、
数
億
円
規
模
に
な
る
と

見
込
ん
で
い
る

見
込
ん
で
い
る
。

廃
止
と
な
る
本
町
保
育

　
廃
止
と
な
る
本
町
保
育
所

の
跡
地
に
つ
い
て
は
、
売

の
跡
地
に
つ
い
て
は
、
売
却

も
含
め
て
活
用
策
を
検
討

も
含
め
て
活
用
策
を
検
討
し

て
い
く
と
い
う

て
い
く
と
い
う
。

健
康
福
祉
部
福
祉
課

　
健
康
福
祉
部
福
祉
課
は

「
こ
の
事
業
で
公
立
保
育

「
こ
の
事
業
で
公
立
保
育
所

の
再
編
整
備
が
完
了
す
る

の
再
編
整
備
が
完
了
す
る
。

民
間
保
育
施
設
の
誘
致
に

民
間
保
育
施
設
の
誘
致
に
も

取
り
組
み
、
市
の
保
育
サ

取
り
組
み
、
市
の
保
育
サ
ー

ビ
ス
を
充
実
さ
せ
て
い
き

ビ
ス
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た

い
」
と
し
て
い
る

い
」
と
し
て
い
る
。

な
ど
も
課
題
に
な
っ
て

な
ど
も
課
題
に
な
っ
て
い

る
。本

町
保
育
所

　
本
町
保
育
所
は
　
年
に
建

年
に
建

7474

設
。
老
朽
化
が
進
む
中
、

設
。
老
朽
化
が
進
む
中
、
児

童
の
安
全
確
保
や
施
設
の

童
の
安
全
確
保
や
施
設
の
維

持
管
理
費
な
ど
を
考
慮
し

持
管
理
費
な
ど
を
考
慮
し
て

廃
止
を
決
め
た

廃
止
を
決
め
た
。

大
竹
保
育
所
の
整
備
は

　
大
竹
保
育
所
の
整
備
は
、

園
内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

園
内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、

給
食
室
や
各
教
室
の
改
修

給
食
室
や
各
教
室
の
改
修
、

定
だ
。
供
用
開
始

定
だ
。
供
用
開
始
は
　
年
４

2424

月
と
し
て
い
る

月
と
し
て
い
る
。

大
竹
保
育
所
は

　
大
竹
保
育
所
は
１
９
８

１
９
８
５

年
に
完
成
。
Ｒ
Ｃ
造

年
に
完
成
。
Ｒ
Ｃ
造
２
階
建

９
３
８

９
３
８
・
　

釈
の
施
設
で

の
施
設
で
、

7474

敷
地
面
積
は
約

敷
地
面
積
は
約
２
５
６

２
５
６
０

釈
。
す
で
に
建
設
か

。
す
で
に
建
設
か
ら
　
年
3030

以
上
が
経
過
し
、
老
朽
化

以
上
が
経
過
し
、
老
朽
化
へ

の
対
応
が
迫
ら
れ
て
い
る

の
対
応
が
迫
ら
れ
て
い
る
ほ

か
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
不

駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
不
足

大
竹
市
は
、

　
大
竹
市
は
、
２
０
２
２

２
０
２
２
年

度
か
ら
大
竹
保
育
所
（
白
石

度
か
ら
大
竹
保
育
所
（
白
石
）

と
本
町
保
育
所
（
本
町
）
の

と
本
町
保
育
所
（
本
町
）
の
統

合
事
業
に
着
手
す
る
。
統

合
事
業
に
着
手
す
る
。
統
合

施
設
と
な
る
大
竹
保
育
所

施
設
と
な
る
大
竹
保
育
所
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
計

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
計
画

で
、
当
初
予
算
案
に
は
改

で
、
当
初
予
算
案
に
は
改
修

設
計
費

設
計
費
２
３
０
０

２
３
０
０
万
円
を

万
円
を
盛

り
込
ん
で
い
る
。
設
計
業

り
込
ん
で
い
る
。
設
計
業
務

は
第
は
第
１
四
半
期
に
指
名
競

四
半
期
に
指
名
競
争

入
札
で
発
注
す
る
見
通
し

入
札
で
発
注
す
る
見
通
し
。

　
年
度
で
設
計
を
ま
と
め

年
度
で
設
計
を
ま
と
め
、

2222　
年
度
か
ら
工
事
に
入
る

年
度
か
ら
工
事
に
入
る
予

2323

ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
と
膨
張

ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
と
膨
張
材

の
組
み
合
わ
せ
や
低
熱
高

の
組
み
合
わ
せ
や
低
熱
高
炉

セ
メ
ン
ト
、
フ
ラ
イ
ア
ッ

セ
メ
ン
ト
、
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ

ュ
の
活
用
な
ど
、
発
注
者

ュ
の
活
用
な
ど
、
発
注
者
や

施
工
者
が
対
策
を
講
じ
て

施
工
者
が
対
策
を
講
じ
て
抑

制
効
果
を
発
揮
し
た
事
例

制
効
果
を
発
揮
し
た
事
例
な

ど
を
紹
介
し
、
こ
れ
ら
を

ど
を
紹
介
し
、
こ
れ
ら
を
積

極
的
に
提
案
す
る
と
と

極
的
に
提
案
す
る
と
と
も

に
、
よ
り
連
携
を
深
め
る

に
、
よ
り
連
携
を
深
め
る
努

力
が
必
要
で
あ
る
―
と
の

力
が
必
要
で
あ
る
―
と
の
意

見
で
一
致
。
費
用
対
効
果

見
で
一
致
。
費
用
対
効
果
に

も
重
点
を
置
き
、
今
後

も
重
点
を
置
き
、
今
後
２
年

間
の
活
動
を
継
続
す
る

間
の
活
動
を
継
続
す
る
。

　
今
年
度
か
ら
名
称
変
更

年
度
か
ら
名
称
変
更
し

た
広
島
工
業
大
学
の
坂
本

た
広
島
工
業
大
学
の
坂
本
英

輔
准
教
授
の
Ｓ
協
議
会
で
は

輔
准
教
授
の
Ｓ
協
議
会
で
は
、

生
コ
ン
工
場
の
貢
献
や
フ

生
コ
ン
工
場
の
貢
献
や
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
に
お
け
る
カ
ー

ン
ラ
ン
ド
に
お
け
る
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
取
り

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
取
り
組

み
、
カ
ー
ボ
ン
キ
ュ
ア
ー

み
、
カ
ー
ボ
ン
キ
ュ
ア
ー
や

ジ
オ
ポ
リ
マ
ー
な
ど
の
技

ジ
オ
ポ
リ
マ
ー
な
ど
の
技
術

に
つ
い
て
の
情
報
提
供
が

に
つ
い
て
の
情
報
提
供
が
あ

り
、
今
後
も
さ
ら
な
る
収

り
、
今
後
も
さ
ら
な
る
収
集

・
研
究
に
努
め
る
と
し
た

・
研
究
に
努
め
る
と
し
た
。

極
東
興
和
の
江
良
和
徳

　
極
東
興
和
の
江
良
和
徳
部

長
を
中
心
と
し
た
Ｍ
協
議

長
を
中
心
と
し
た
Ｍ
協
議
会

で
は
、
同
会
ら
で
ま
と
め

で
は
、
同
会
ら
で
ま
と
め
た

を
広
島
市
中
区
で
開
催
。「

を
広
島
市
中
区
で
開
催
。「
初

期
ひ
び
割
れ
抑
制
技
術
研

期
ひ
び
割
れ
抑
制
技
術
研
究

（
Ｃ
）
協
議
会
」「
脱
炭
素

（
Ｃ
）
協
議
会
」「
脱
炭
素
コ

ン
ク
リ
ー
ト
技
術
研
究
（
Ｓ

ン
ク
リ
ー
ト
技
術
研
究
（
Ｓ
）

協
議
会
」「
Ｒ
Ｃ
構
造
物
の

協
議
会
」「
Ｒ
Ｃ
構
造
物
の
延

命
化
技
術
研
究
（
Ｍ
）
協

命
化
技
術
研
究
（
Ｍ
）
協
議

会
」
に
分
か
れ
、
コ
ン
ク

会
」
に
分
か
れ
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
長
寿
命
化
に
向
け

ー
ト
の
長
寿
命
化
に
向
け
て

業
界
の
垣
根
を
越
え
た
議

業
界
の
垣
根
を
越
え
た
議
論

を
展
開
し
た

を
展
開
し
た
。

同
会
で
は
、
広
島
県
な

　
同
会
で
は
、
広
島
県
な
ど

に
出
さ
れ
た
ま
ん
延
防
止

に
出
さ
れ
た
ま
ん
延
防
止
等

重
点
措
置
を
受
け
て
協
議

重
点
措
置
を
受
け
て
協
議
会

の
開
催
を
控
え
て
お
り
、

の
開
催
を
控
え
て
お
り
、
解

除
を
受
け
て
昨

除
を
受
け
て
昨
年
　
月
以
来

月
以
来

1010

の
開
催
と
な
っ
た
今
回
は

の
開
催
と
な
っ
た
今
回
は
対

面
・
オ
ン
ラ
イ
ン
で
そ
れ

面
・
オ
ン
ラ
イ
ン
で
そ
れ
ぞ

れ
約
　
人
が
参
加
し
た

人
が
参
加
し
た
。

2020
広
島
工
業
大
学
の
竹
田

　
広
島
工
業
大
学
の
竹
田
宣

典
教
授
が
主
査
を
務
め
る

典
教
授
が
主
査
を
務
め
る
Ｃ

協
議
会
で
は
、
低
熱
ポ
ル

協
議
会
で
は
、
低
熱
ポ
ル
ト

日
、
日
、
２
０
２
１

２
０
２
１
年
度
第

年
度
第
２
回

目
と
な
る
テ
ー
マ
別
協
議

目
と
な
る
テ
ー
マ
別
協
議
会

近
未
来
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　
近
未
来
コ
ン
ク
リ
ー
ト
研

究
会
（
十
河
茂
幸
代
表
）
は

究
会
（
十
河
茂
幸
代
表
）
は
８

「
小
規
模
橋
梁
の
点
検
要

「
小
規
模
橋
梁
の
点
検
要
領

（
案
）
」
を
活
用
し
た
具
体

（
案
）
」
を
活
用
し
た
具
体
的

な
点
検
・
補
修
事
例
を
広

な
点
検
・
補
修
事
例
を
広
島

県
土
木
協
会
や
井
上
建
設

県
土
木
協
会
や
井
上
建
設
ら

が
解
説
。
数
年
間
の
経
過

が
解
説
。
数
年
間
の
経
過
観

察
を
行
い
、
効
果
の
確
認

察
を
行
い
、
効
果
の
確
認
や

さ
ら
な
る
課
題
の
抽
出
に

さ
ら
な
る
課
題
の
抽
出
に
取

り
組
む
ほ
か
、
今
後
は
点

り
組
む
ほ
か
、
今
後
は
点
検

要
領
（
案
）
の
改
訂
も
視
野

要
領
（
案
）
の
改
訂
も
視
野
に

入
れ
、
よ
り
コ
ス
ト
の
か

入
れ
、
よ
り
コ
ス
ト
の
か
か

ら
な
い
点
検
・
補
修
を
模

ら
な
い
点
検
・
補
修
を
模
索

す
る
こ
と
で
社
会
貢
献
を

す
る
こ
と
で
社
会
貢
献
を
行

っ
て
い
く

っ
て
い
く
。

こ
の
ほ
か
、
十
河
代
表

　
こ
の
ほ
か
、
十
河
代
表
に

よ
る
特
別
講
演
「
セ
メ
ン

よ
る
特
別
講
演
「
セ
メ
ン
ト

の
水
和
熱
に
起
因
す
る
温

の
水
和
熱
に
起
因
す
る
温
度

ひ
び
割
れ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

ひ
び
割
れ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」

も
披
露
さ
れ
、
複
雑
な
メ

も
披
露
さ
れ
、
複
雑
な
メ
カ

ニ
ズ
ム
と
抑
制
対
策
に
つ

ニ
ズ
ム
と
抑
制
対
策
に
つ
い

て
詳
細
に
説
明
し
た

て
詳
細
に
説
明
し
た
。

次
回
以
降
の
協
議
会
は

　
次
回
以
降
の
協
議
会
は
、

６
月
、
月
、
９
月
、　
月
、
来
年

月
、
来
年
３

1212

月
の
開
催
を
予
定
。
各
協

月
の
開
催
を
予
定
。
各
協
議

会
の
進
捗
に
加
え
、
共
通

会
の
進
捗
に
加
え
、
共
通
の

話
題
な
ど
を
テ
ー
マ
に
特

話
題
な
ど
を
テ
ー
マ
に
特
別

講
演
な
ど
も
盛
り
込
ん
で

講
演
な
ど
も
盛
り
込
ん
で
い

く
と
し
て
い
る

く
と
し
て
い
る
。

ま
た
は
鉄
道
橋
の
う
ち
、

ま
た
は
鉄
道
橋
の
う
ち
、
橋

梁
型
式
が
単
純
鈑
桁
橋
を

梁
型
式
が
単
純
鈑
桁
橋
を
除

く
鋼
橋
で
最
大
支
間
長

く
鋼
橋
で
最
大
支
間
長
が
　2525

ｍ
以
上
あ
る
工
事
の
製

ｍ
以
上
あ
る
工
事
の
製
作
及

び
架
設
の
施
工
実
績
―
な

び
架
設
の
施
工
実
績
―
な
ど

設
計
＝
大
日
本
コ
ン
サ

　
設
計
＝
大
日
本
コ
ン
サ
ル

タ
ン
タ
ン
ト

「
令
和
４
年
度
玉
島
笠

　
「
令
和
４
年
度
玉
島
笠
岡

道
路
西
大
島
高
架
橋
鋼
上
部

道
路
西
大
島
高
架
橋
鋼
上
部
」

工
事
場
所
＝
岡
山
県
笠

　
工
事
場
所
＝
岡
山
県
笠
岡

市
西
大
島
地

市
西
大
島
地
内

　
工
事
内
容
＝
工
事
延
長

工
事
内
容
＝
工
事
延
長
Ｌ

１
９
０

１
９
０
ｍ
【
西
大
島
高
架
橋

ｍ
【
西
大
島
高
架
橋
】

鋼
３
径
間
連
続
少
数
鈑
桁

径
間
連
続
少
数
鈑
桁
橋

Ｌ
１
０
８

１
０
８
・
５
ｍ
（
支
間

ｍ
（
支
間
長

　
ｍ
＋
　
ｍ
＋
　
・
５
ｍ
）
ｍ
）
、
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〈
鋼
橋
上
部
一
式
〉
工
場

〈
鋼
橋
上
部
一
式
〉
工
場
製

作
工
作
工
２
２
９

２
２
９
ｔ
、
工
場
製

ｔ
、
工
場
製
品

輸
送
工

輸
送
工
２
２
９

２
２
９
ｔ
、
鋼
橋

ｔ
、
鋼
橋
架

設
工
・
橋
梁
現
場
塗
装
工

設
工
・
橋
梁
現
場
塗
装
工
・

床
版
工
・
橋
梁
付
属
物
工

床
版
工
・
橋
梁
付
属
物
工
・

鋼
橋
足
場
等
設
置
工
・
仮

鋼
橋
足
場
等
設
置
工
・
仮
設

工
各
一

工
各
一
式

使
用
す
る
主
要
な
資
機

　
使
用
す
る
主
要
な
資
機
材

＝
鋼
材
（
棒
鋼
除
く
）
約

＝
鋼
材
（
棒
鋼
除
く
）
約
２
３

０
ｔ
、
鋼
材
（
棒
鋼
）

ｔ
、
鋼
材
（
棒
鋼
）
約
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ｔ
、
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
約

ｔ
、
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
約
５

１
０
弱

工
期
、
参
加
資
格
＝

　
工
期
、
参
加
資
格
＝
同

設
計
＝
綜
合
技
術
コ
ン

　
設
計
＝
綜
合
技
術
コ
ン
サ

ル
タ
ン

ル
タ
ン
ト

予
測
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
河
道

予
測
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
河
道
断

面
デ
ー
タ
の
追
加
や
、
流

面
デ
ー
タ
の
追
加
や
、
流
出

モ
デ
ル
に
Ｒ
Ｒ
Ｉ
モ
デ
ル

モ
デ
ル
に
Ｒ
Ｒ
Ｉ
モ
デ
ル
を

用
い
た
河
川
水
位
予
測
の

用
い
た
河
川
水
位
予
測
の
試

算
、
河
川
水
位
予
測
シ
ミ

算
、
河
川
水
位
予
測
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
及
び
シ
ス
テ

レ
ー
シ
ョ
ン
及
び
シ
ス
テ
ム

改
良
を
行
う
ほ
か
、
現
行

改
良
を
行
う
ほ
か
、
現
行
の

中
国
管

中
国
管
内
　
水
系
の
河
川

水
系
の
河
川
水
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位
予
測
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
出

位
予
測
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
出
水

後
の
精
度
検
証
等
を
実
施

後
の
精
度
検
証
等
を
実
施
す

る
。
履
行
期
間
は

る
。
履
行
期
間
は
２
０
２

２
０
２
３

年
２
月
　
日
ま
で

日
ま
で
。
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参
加
資
格
は
、
土
木
関

　
参
加
資
格
は
、
土
木
関
係

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務

に
係
る
一
般
競
争
参
加
資

に
係
る
一
般
競
争
参
加
資
格

の
認
定
を
受
け
て
い
る
単

の
認
定
を
受
け
て
い
る
単
体

ま
た
は
Ｊ
Ｖ
で
あ
る
こ
と

ま
た
は
Ｊ
Ｖ
で
あ
る
こ
と
―

な
ど
な
ど
。

か
３
校
（
１
０
５
、
５
０
３

か
３
校
（
１
０
５
、
５
０
３
）

＝
地
下
重
油
タ
ン
ク
ほ

＝
地
下
重
油
タ
ン
ク
ほ
か

　
＝
理
科
数
学
教
育
設

理
科
数
学
教
育
設
備

（
４
１
５

（
４
１
５
）
＝

▽
岩
国
総
合
支
援
学
校

　
▽
岩
国
総
合
支
援
学
校
ほ

か
１
校
（
４
１
５
）
＝
人

か
１
校
（
４
１
５
）
＝
人
体

解
剖
模
型
な

解
剖
模
型
な
ど

協議会のもよう

中
国
地
方
整
備
局

　
中
国
地
方
整
備
局
は
　1010

日
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
対
象
と
な

日
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
対
象
と
な
る

「
令
和

「
令
和
４
年
度
中
国
管
内

年
度
中
国
管
内
新

洪
水
予
測
シ
ス
テ
ム
構
築

洪
水
予
測
シ
ス
テ
ム
構
築
他

５
月
　
日
ま
で
求
め
る
。

日
ま
で
求
め
る
。
手

1010

続
き
等
の
担
当
部
局
は
総

続
き
等
の
担
当
部
局
は
総
務

部
契
約
課
契
約
係

部
契
約
課
契
約
係
。

同
業
務
で
は
、
河
川
水

　
同
業
務
で
は
、
河
川
水
位

　
　

近未来コンク
リート研究会

テ
ー
マ
別
協
議
会
開
く

ひ
び
割
れ
対
策
な
ど
垣
根
越
え
議
論

大竹保育所の改修設計に着手
公立2保育所を統合

大竹市

業
務
」
を
公
募
型
プ
ロ
ポ

業
務
」
を
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
で
公
示
し
た
。

ザ
ル
方
式
で
公
示
し
た
。
参

加
表
明
書
を

加
表
明
書
を
３
月
　
日
ま
で

日
ま
で
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受
け
付
け
、
技
術
提
案
書

受
け
付
け
、
技
術
提
案
書
は

中国整備局

㮇
日
ま
で
受
付
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